三、習俗
１　人の一生

　妊娠
妊娠祈願・安産祈
妊娠祈願・安産祈願　子宝に恵まれないからといって特別に神仏に祈るという風習はみられない。

願
　安産を祈ることについては橋津地区ではかなりさかんであったといわれる。東郷町宮内の倭文神社（伯耆一ノ宮）は広く安産の神様として信仰されており、参道脇にある「安産岩」とよばれる巨岩をけずって飲めば安産できると信じられていた。妻や嫁のため夫や姑が山道を登り１銭銅貨などで安産岩をけずって飲ませた。他村へ嫁に行った娘には実家から送ってやったこともある。無事出産が済めばお礼参りも欠かさなかった。

ハラオビ
ハラオビ　妊娠５ケ月目になると、妊婦は「ハラオビ」をトリアゲバアさん（産婆）に巻いてもらう。ハラオビは１丈のサラシであり、かなりきつく締めたが、これは腹をいかにも小さくみせ、妊娠を隠し、出産直前まで働くためだといわれる。

　ハラオビを締める祝いは特にしない。ただ、橋津では米やナマクサ（魚）を添えてサラシをおくってくれた妊婦の実家の両親や産婆を招いてごちそうした。

妊娠の禁忌
妊娠の禁忌　迷信の少ないところではあるが次のような禁忌がある。


　双生児を生まないように、１つの卵に卵黄の２つ入ったものや２又になったナスなどは食べなかった。この地方では双生児を生むのはカタワだとまでいわれて嫌われた。


　また、刺激的な食物は胎児や妊婦の健康を守るため食べないのが普通であった。例えばわさび・こしょう・酢・酒などの類である。

　大ざっぱにみると、迷信などはあまり気にせず、よく働くほど楽に子供が生めるということで、出産直前まで働くのが一般的であったが、生活を維持していくためにはまた止むをえないことでもあった。


　出産
産婆
産婆　今でいう「助産婦」は、昭和初期頃までは「トリアゲバアサン」といい、後に「産婆」というようになった。また、正式な産婆の資格を持たない者を「トリアゲバアサン」と呼び、有資格者を「産婆」といったところもある。「トリアゲバアサン」は各村とも数名存在したが、手先の器用な婦人が村人に頼まれてなった場合が多い。報酬も決まっておらず、現金の場合の他は、米１～２升、あるいは出産祝や節句などにモチをもらったりする程度であった。

　現在８０才程度の人たちがかかった助産婦（トリアゲバアサン）の名前は、田後＝入江ふさ（隆敬の妻）長瀬＝橋田とみえ（有資格）鳥羽（久治郎の妻）浅津＝松田、池本、橋津＝西村、川端いそ。他に長瀬の橋田、田後の根鈴にかかるものもあった。宇野＝蔵本なみ、尾坂おす、本田しげ。
産室
産室　夫婦の部屋は「ヘヤ」あるいは「ナンド」と呼ばれている奥の間であったが、出産はほとんどがこの間で行われた。


　宇野では産室となっている部屋の畳をあげ板の間の上にワラやボロ布を敷き、夫や姑に腰を抱いてもらい座って出産した。この「腰抱き」はその後行われなくなったが、「腰抱き」の代りに米俵にもたれ座って生む習慣がしばらく続いた（宇野・橋津・長瀬）。他の地区では寝て生んだようである。座って生んだ例がなかったといえないが確認できない。トリアゲバアサンの手を借りたことはいうまでもない。また生まれたときの産湯は、産室の中ほどにつくられている「スガキ」をはぐって捨てられた。「スガキ」は２分の１畳～４分の１畳位の大きさで、床板を切って竹であんだスガキが敷いてあった。死人の湯棺の水もここに捨てられていた。
ヘソノオ・アトザ
ヘソノオ・アトザン　「アトザン」（後産）は、夫や舅の手によって「アトザン埋ケ」とも称すべき場所に埋め

ン
てしまうのが普通であった。その場所は、火屋（田後）、通称ハンコが池附近（火葬場附近）（橋津）、海岸近くの浜（宇野）、現在の遊園地附近（長瀬）（ここでは「包衣埋没所」と呼んだ）などでいずれも村はずれの一角に設けてあり、金網を張ったりして区画していた。「アトザン」を埋めた場所には石などを置いて位置をしるした。浅津では、明治初期頃まで「ニワ」と呼ばれる家の土間に穴を掘って埋めたといわれるが、その後は火屋（火葬場）で焼いた。

　「ヘソノオ」は、紙などに包んで仏壇や机のひき出しなどに保管したそうだが、特に大切に保存されておらず、その後に捨てたりして紛失してしまうのが一般的であったという。要するにあまり大切にされていなかったのだろう。しかし、橋津では干して保存し、その子が他所で死んだりして死体のない場合には死体の代用とされ棺に入れられて葬られた。なお、「ウブ毛」も「ヘソノオ」と同様に死体の代用とされたこともある。


　出産に対する風習

新生児
新生児　生まれてから３日目頃に乳を飲ませるが、「毒おろし」はそれまでに済ませるのが普通である。「毒おろし」は生児の体内のさまざまな毒をおろすために行うもので、フキの根、カンゾウをせんじたもの（長瀬、田後、宇野）、ほうずきの根をせんじたものの（浅津）などが使われた。また「ネリグマ」と呼ばれる売薬もさかんに使用されたようである。

　「ウブゲゾリ」（産毛剃り）は、生後３日目頃から始め、７日目頃まで続けたところもある（長瀬）。田後、浅津では７日目頃に行ったという。

　生児がヒキツケを起こさぬよう「チリケヤイト」と称するヤイトをすえる風習もある（橋津・長瀬・田後・宇野）。これは、背中の首のつけ根にすえるヤイトである。


　授乳は生後３日頃からはじめるのが普通であるが、特別な儀式や祝いなどはしない。

産湯・腰湯
産湯・腰湯　「産湯」は新生児を洗う湯のことであり、不浄なものとして日のあたらぬうちに捨てた（長瀬）。または、産室の床のスガキから床下へ捨てた（宇野）。

　産婦の体を洗う「腰湯」は「産湯」を使ったり（田後、浅津）、別の新しい湯を使ったりした（橋津）。「腰湯」の湯には塩を入れるところもあるが（田後）、これは体を暖める目的の他、体を浄めるという宗教的意味をも含んでいたと考えられる。

出産祝
出産祝　出産の時トリアゲバアサンを慰労する程度で特別な出産祝はしない。ただ、橋津では、「ウブメシ」と呼ぶ白いご飯を炊き、向う３軒両隣りの人たちをよんでごちそうした。「近所のあなた方にはいろいろ迷惑をかけながら、あるいは世話になりながらこの子は大きくなります。なにとぞよろしく」というような意味を含めていた。

　産婦にはにぎり飯を食べさせた。宇野では産婦の実家から贈られた米とモチ米でつくったダンゴを入れたミソ汁を食べさせたが、出産後初めてたべるこのダンゴの味は、一生忘れられないほどうまかったと経験者は話していた。

　生後３日目には「ミッカ」の祝いをした。トリアゲバアさんを招いて生児の湯EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あ),浴)みをさせたあと、赤飯を炊いて祝った。ごちそうはトウフ汁程度のものであったが、鯉を入れて産婦にも食べさせ栄養をつけさせた（長瀬）。


　「ヒチヤ」（七夜）にはトリアゲバアさんだけでなく近所や親類の人たちを招いて１番のごちそうをしたという。橋津では招かれた親せきはハンボ（大きなおひつ）にナマ米３升とあずき３合、ナマクサ（魚）にナンテンの葉を入れ、ハンボの上に産着を乗せ、家紋入りの風呂敷に包んでお祝いに来るのがならわしであった。

産着
産着　前述したように産着は産婦の実家から贈られるのが一般的であったようではあるが、それも初産か２番目の出産の時までであり、その後はお古を使う場合が多い。


　なお、七夜までに「コイゾ」（子負着）を贈られるところもある（田後・宇野）。

産の忌
産のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いみ),忌)　出産後当分の間は忌がかかるというので産婦は様々な制約を受ける。「忌明け」は、生児が男の子の場合３２日、女の子の場合は３３日目であった。女の方がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(・・・),ケガレ)が多いということで、１日忌明けがおそいのである。


　忌明けの日までは、風呂に入れず、代りに腰湯をつかった。また姑が居る家では台所にはいれなかった。外出も原則としてできず、やむを得ない場合は手ぬぐいをかぶり、直射日光を避けた（浅津）。


　しかし、出産後１週間程過ぎれば洗たくやぬいものなどは少しづつした例も多く、姑のいない家では、早い人で３日目頃から炊事洗たくをしなければならなかった。

　もともとこの「忌」は血忌の意で産婦のけがれのとれない期間であるという宗教的な意味であったと考へられるが、さほど厳重にしきたりは守られず、むしろ産婦の健康を気づかう実利的な面が強調されたようである。

　宮参りから誕生祝

宮参り
宮参り　男３２日、女３３日の忌明けの日には、氏神に参詣する風習がある（ただし、田後の門徒や宇野ではしなかった）。


　この日、トリアゲバアサン（産婆）に湯浴みをしてもらい、産着に着替え、母子に姑とトリアゲバアサンが同伴して参った（浅津）。橋津では産婦は参らず、姑が子供を背負い、赤飯と御神酒をたづさえて参拝した。


　また、門徒では宮参りの帰路、寺に参る例もみられる（長瀬、浅津）。浅津では寺で男の子なら白、女の子は赤のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(・・・),じゅず)を頂いたが、これは「仏さんの子」になった印であった。
里帰り
里帰り　村内婚の多いこの地方では特別な産後の里帰りというものは少ない。里帰りは忌明け後モチを持って行った。浅津では「客歩き」といった。出産によって疲れた心身をいやすために、実家で休養するためのもので、嫁にとってはくつろげる期間である。
モモウカの食いぞ
モモウカの食いぞめ　生後１００日目には食い初めをする。１００日目にするので、「モモウカ」（田後、橋津、
め　　　　　　　　　長瀬、浅津）、「モモウカの食いぞめ」（長瀬）、「ヒャクンチ」、「ヒャクンチのママクイ」、あるいは単に「ママクイ」（浅津）という。宇野では「ヒャクンチのヒトツボグイ」（１粒食い）といってご飯１粒をたべさせて祝ったが、タイのお頭付きなどの一人前の膳を子供のために用意し、家族中で祝うのが普通であった。

誕生祝
誕生祝　誕生後満１年目には誕生祝をする。１升２合（閏年では１升３合）の鏡もちをついたがこれを「誕生もち」という。このもちを子供に背負わせて歩かせてみたりもした。この時、もちといっしょに親の商売にちなんだ道具、例えば商人ならソロバンや矢立て、大工ならサシガネなどを背負わせるところもある（橋津）。この場合、男の子なら父親の、女の子なら母親の帯で背負わせた。

　また職業にちなむ種々の道具を並べ、子供に選ばせる職業占いともいうべき風習も一般的にみられる。そして、この日は親類を招いて祝いの宴を張った。


　産育に関するその他の風習

中絶・間引き
中絶・間引き　中絶（堕胎）は明治初期頃までは一部で行なわれたといういい伝えだけ残っている。焼きゴボウをさし込んだり、フキの根で堕したりしたそうである（浅津、宇野、長瀬）。


　明治時代には巡査が妊娠した婦人を調べその胎児を途中で堕さなかったかどうか監視したという（長瀬）。
４２の２才子
シジュウニのフタツゴ　親が数え年で４２才の厄年にあたる年に子供が２才になる子（４１才の時に生まれた子）は「シジュウニのフタツゴ」（４２の２つ子）といって厄払いをするため、宮参りが終ったころ家の近くの四ツ角を選んで捨てるという風習があった。この場合、あらかじめ「拾い親」を頼み、時間、場所などを打合せておいて拾ってもらった。


　なお、「シジュウニのトウザイゴ」（４２の当歳子）といって、親が４２才の時に生まれた子は逆に福の神として縁起がよいとされたところもある（橋津）。


　成人まで

ヒモオトシ
ヒモオトシ　満３才（数え４才）になると「ヒモオトシ」といって母親の実家から贈られた帯と着物を着る。それまで着ていた紐つきの着物に別れを告げるのである。特別な祝いは、するところやしないところもありまちまちである。

　なお、橋津では男の子が５才になると袴を着用する「ハカマギ」をした。

名ビラキ
ナビラキ　「ナビラキ」（名開き）とは長瀬で明治１４、５年頃まで行われた習慣である。男が１４才頃になると一人前になったとして本名の他に「しこな」をつけ、それを仲間に披露するのである。「ナビラキ」には仲間を呼んでごちそうしなければならなかったので、その費用が出せない者はおくれたり、できなかったりした。
若衆宿
若衆宿（おとこ宿）　若衆入りはおおよそ１４～１６才頃であり、２０才の徴兵検査が１つの区切りであった。２２・３才になると結婚しその後は「ゴテ若衆」とよばれた（田後）。


　若衆入りが済むと各村に３～４軒ほどあった「若衆宿」に集った。若衆宿は家族の理解があり、仲間の集りやすい家に自然に決まったという。特別な規則などなく、近所の若衆連中が毎晩集まり、世間話をしたり、力競べ、賭事などをして楽しんだ。


　若衆宿は自然発生的な性格のものであり、特に決った組織はなかったが「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かしら),頭)若衆」というリーダーは体力、人格のある者が推されてなった（長瀬、浅津、宇野。橋津では「頭若衆」のことを「宿のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かしら),頭)」という）。さらに「２番若衆」、「３番若衆」と呼ばれる補佐役があったところもある（浅津）。また宇野では、年令に応じて「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちゅうろう),中老)」（１８～２０才）、「小若衆」（１５才前後）のグループに別れており格付けがあったといわれる。

　次に若衆宿の行事を述べてみよう。前述したように普段は力競べや賭事がさかんに行われた。当時は農作業にしろ、漁業にしろ力仕事が多かった関係から、力競べは自らの力を示す絶好の機会であった。米俵を持ち上げる「俵のし」や「力石」と呼ぶ大石を持ち上げたりして競争した。「ハナアワセ」、「サイツボ」、「フジナメ」などと称する賭事も行われた（長瀬、橋津）。

　また、会費や材料を持ちよってごちそうをつくり飲み食いする「モヤイ」（催合）もしばしば行われた。ごちそうの材料は持ち寄るだけでなく、近くの田畑からよく盗んだそうである。盗みにくいのは新入りの連中であったが、こういう行為は若衆の特権として許され、村人は黙認していたのが実情である。


　モヤイのなかで大きな行事は「ニエ」（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(にえ),贄)といって古く早稲を刈って神に供え感謝の意をあらわして食べる行事のことか？）と呼ばれ、秋の収穫前に、因幡地方から手に入れた新穀を食べたり（浅津）、もちつき（田後）、あるいはサケやドジョウなどで飲み食いした。その他、春先の「コト」の日にはフグを食べるモヤイもある（長瀬）。

　年に１度は、若衆を中心にした盆踊り大会も盛大に行われた。７月１４日～１６日の３日間は、寺の境内などで３日間続けて踊り明かし、喧嘩も絶えなかったといわれる。

　このように盛んであった若衆宿も、明治の末期頃より各村に青年団（会）が生まれると、しばらくの間は青年団（会）と併存していたがやがて消滅した。

おなご宿
おなご宿　若衆宿の女性版ともいうべき「おなご宿」は田後と宇野にみられる。娘の手仕事を通じて形成されたものであり、他の村ではそういう副業がなかったので、宿も育たなかった。

　田後では管笠縫いが盛んであったころ、この仕事を共同でする家におなご宿が形成された。「カサヌイ宿」という。笠縫いのできる間は毎日集まり、賃金の一部をこづかいにもらいモヤイをした。また晩には男若衆が訪れて遊ぶことも多かったという。


　宇野では網すきがおなご宿をつくった。昼夜網すきをしながら世間話をし、たまにはトウフモヤイ、ゴモクモヤイなどのモヤイをして楽しんだ。


　結婚

恋愛
恋愛　現代のような恋愛は、封建時代のなごりの強いこの地方では育ちにくく、戦前までは恋愛結婚などはまれであった。明治期までは見合いすらめずらしくて、大半が親同士のとりきめで婚姻が成立するのが普通であった。しかし、若衆宿とおなご宿との交流もまれにはみられ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅく),宿)場町長瀬では比較的恋愛結婚もあったといわれる。
ききあわせ
ききあわせ　結婚は村内婚が多く、双方の親が直接決め、特にききあわせなどは必要でなかった。村外から嫁をもらう場合は仲人（世話役）の紹介により親がききあわせに行った。盗み見のような格好であり、本人が見る場合も同様である。

　また、この頃は親の権限が強く、本人がいやだといっても大抵は説得されてしまったようである。

結納
結納　結納は「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いい),言)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いれ),納)」を「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ゆい),結)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いれ),納)」と訛り、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いれ),納)」を「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のう),納)」と音読するようになったものと広辞苑では言っている。結納は婚約の証として酒肴や品物を取交して共同で飲食するものであるが、時代が新しくなるにつれて金銭の取交しが多くなった。

　この地方でも米を結納に使った（長瀬）ところもあり、普通１俵から２俵であった。

嫁むかえ
嫁むかえ　結婚式の当日、まず嫁を迎えに婿本人、その両親、「肩入り」と呼ばれる親類代表（婿の叔父叔母が普通）が花嫁の家に出向く。朝行くところ（浅津）や夕方のところ（宇野）がある。そして、親子の固めの盃をかわし１時間程度で引き上げる。

　夕方嫁入りが行われる。紋入りの弓張りちょうちんを持った仲人が迎えに行くと、花嫁は、嫁方の仲人、父親、肩入りなどに連れられて嫁入りした。この時「なごや」がうたわれる。


　実家を出る時は白ムク、わたぼうしで出て、嫁ぎ先の座敷へ上る前に「色直し」をし、色もののうちかけを着て上る。白は死を意味し、実家を出る時に１度死に、嫁ぎ先の色直しで再び生まれ代わることを意味していると伝えられる。また色直しは、どんな色にも染まるから白から嫁ぎ先の家風に染まるという意味も含んでいる。


　村内婚の場合は歩いて行くが、他村からは人力車を利用した。
結婚式
結婚式　花嫁の衣装は白ムク（大正初期頃まで）で、サンヤ帽子（角カクシ）をかぶって来る。花嫁が婿方に着くのは日が暮れた頃で、仲人と肩入れが付いてくる。到着する前から近所の人が大勢ちょうちんを持って集ってくる。そして「なごや」など祝歌をうたって賑やかに花嫁を迎える。

　結婚式は別室で嫁とその両親、婿とその両親で固めの盃を行ない、引続いて披露宴にうつる。披露宴は夜中１時～２時頃まで続き、花嫁についてきた仲人、肩入れも婿方に泊って共に披露の最後まで付き合った。


　披露の宴は普通２～３日続き、宇野では前日のお客は朝から呑み直し、午後は「かかあよび」と称して近所の主婦らを招いてごちそうを振舞い、また夕方からは「タル入れ」といって男友達を招いて宴会となった。

　３日目は「３日の餅つき」といって、祝にもらったモチ米でモチを搗いた。モチは新郎新婦が搗き、夫が搗いて妻が手ごねをし、そのモチは嫁が挨拶をかねて近所や親戚に配った（宇野）。

　浅津では披露宴に花嫁は顔を出さず、別室で親や仲人と共に披露宴の終るのを待った。翌日花嫁衣裳をつけ、近所の主婦らを招ぶ披露宴に出席して客に酌をして廻る。晩には男客を招んで同じように酌をして廻る。３日目は「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いん),結)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しん),観)モチ」といって祝にもらったモチ米１斗にタダ米１升をまぜてつき、親戚には２升モチ、近所には小モチを配った。モチを持ってきた家にはごちそうをした。
肩入り婚
肩入り婚　長瀬では前述したように恋愛結婚が比較的多かったといわれるが、この場合は「肩入り婚」と呼ばれる結婚式が行われた。

　普通の結婚式ではムコ入りから始まるのだが、肩入り婚ではいきなり嫁入りが行われる。この時花嫁には親族がつき添い、米や金を持参した。婿は式後数日してから嫁の実家へあいさつに行った。恋愛が前提になっていたため、婿入りを省略した合理的な結婚式であった。

ダシ・ニワカ
ダシ・ニワカ　若衆連中は友人の結婚を祝い、木、ワラ、野菜などで作った「ダシ」と呼ばれる鶴亀をかたちどっためでたいもの、あるいはスリバチにスリコギ（すればするほど粉（子）ができる）など、男女関係を象徴したものなどを嫁入り行列の沿道や披露宴の会場などに持ち込み祝儀をもらった。

　若衆連中はまた披露宴会場に顔を隠し、２、３人で１組となり、ダシを持って押しかけ、祝いの歌や踊りをした上祝儀をもらって退散した。これを「ニワカ」といった（長瀬・橋津・宇野）。田後では「座頭酒」をよばれに行くといった。手ぬぐいでほうかむりをしていくので「座頭」と呼ばれたのであろう。
ミヤゲ
ミヤゲ　祝儀用に嫁方ではタオルやタビなどを持参した（浅津）。また嫁入り当日、嫁見に集まった近所の人たちにセンベイを配る例も多くみられた。
結婚の年
結婚の年　結婚した年の初歳暮には、嫁の実家に塩マス・サケ（宇野）、ブリ（浅津）などを贈った。この場合、片身だけをいただき、残りの片身を返したという風習もみられる。

結婚に関するその
結婚に関するその他の風習　橋津には「アリツケカカア」と呼ばれる風習があった。嫁方の親類の中から選ば
他の風習
れた婦人（カカア）が花嫁といっしょに嫁ぎ先に行き、花嫁の世話をしながら数日から１週間程度滞在し、嫁が有付いたか（定着したか）どうかを確かめてから帰ったという。

　宇野では嫁入りの時タンスなどの花嫁道具は持って行かず、当座の着替えだけを持参した。残りの荷物は必要に応じてその都度実家から贈ったが、１度に荷物をそろえることが不可能であったからか、または結婚式そのものが「仮祝言」的なものであったのだろうか。入籍は子どもが生れるメドがついてからするのが普通であったことからも、後者の意味が強いと思われる。

　その他、花嫁の年令は夫より年下の場合が一般的であるが、年上妻では「ヒトカツカワ（１才年上）の嫁はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きん),金)のワラジをはいてでも探せ」あるいは「弁当持ちで探せ」といわれたほど縁起がよいとされている。

　厄年・年祝い
厄年・年祝
　橋津や田後の一部を除き大部分が真宗門徒であり、必要以外の迷信的な風習は少なく、厄年、年祝いなどはほとんど問題にしていない。したがって特別な行事も行なわれることはない。


　死の予兆と禁忌
カラス鳴き
カラス鳴き　カラス鳴きと死とはよほど深い関係にあるのだろう。どの地区でもカラス鳴きは不吉の前兆だといわれる。


　悲しそうな鳴き方の時は必ず死人が出るといわれるが、東の方で鳴けば西の方で、西の方で鳴けば東の方で死人が出ると言い伝えられている。また死ぬ本人と家族にはカラスの鳴き声は聞えないといわれている。


　しかし、カラス鳴きはすべて不吉だけの前兆ではない。宇野では、悲しそうな鳴き声は「シニガラス」といって嫌うが、逆に騒がしく鳴く時には「サンガラス」（産ガラス）と呼び、子供の生まれる前兆だといって喜んだ場合もある。

　その他、死の予兆として伝えられるものでは、白いモチを食べた夢を見た時、あるいは柿を食べた夢をみた時（青柿なら若者、熟した柿なら老人が死ぬといわれる）などがある（橋津）。

死の禁忌
死の禁忌　屋敷の敷地内にビワ、ブドウ、イチジク、ザクロ、ミカンなどを植えるとその家に病人や死人が出る。柳や藤など垂れ下がるものもよくない。その理由として、「オダイシサン」（御大師様）がそういわれた（橋津）とか、氏神スサノオのミコトがそのようなものが嫌いであるから（田後）とかいわれた。ただし田後ではブドウはよいなどと伝えられている。

　その他苗代の苗ぐま（田植えの残った苗を積み上げたもの）の苗が成長して穂をつけると、その穂の米は死人の枕飯になる（浅津）、暮の前に青木を植えるとその家が絶える（橋津）などの禁忌もある。


　葬儀
末期の水
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まつご),末期)の水　「死に水をとる」ということばは現在でも生きており、死にゆく肉親に対する最後の愛情のあらわれである。水さしで飲ませたり、それが出来ない時は紙に水をしませて飲ませるという方法をとった。

　橋津では死ぬ間際にお寺さんを呼び、迷わず成仏させるため経をあげてもらった。

身ガタメ
ミガタメ　臨終後、顔を西向きに、北枕にして、両手を合掌させる姿勢をとらせた。これを「ミガタメ」（浅津、田後）、「ネ（メ）バツメ」（宇野）「ミガラガタメ」（田後）という。

　ミガタメの後、魔除けとして死体の上に刀を置いたところもある（橋津）。

マクラメシ
枕飯　死者の枕もとには机や台を置き、線香、ローソクをたて、ダンゴや枕飯をそなえる。枕飯は、仏が生前に使っていた茶碗に親族たちが竹のへらで１へらづつ飯を盛った。
ソウ
ソウ　死者が出るとそれを近所や親類に触れてまわることを「ソウ」という。ソウには、近所の者や近くの親類などが２人１組となって廻った。ところによっては「ソウ番」といって、町内で役が決めてあったところもある（橋津）。

　葬儀の世話は、近所や親類など義理やつき合いによってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(・・・),かかる)（手伝いに行く）家が決まっていたが、後に町内単位でかかるのが一般的となった。分限者の葬儀には村中でかかったこともある。

香典
香典　香典受けは親せきの者があたった。香典はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いとこ),従兄弟)には米２升半に１升５合、近所の人であれば３～５合が標準であった（宇野）。香典の量は村で申し合わせて定めるようになってくる。例えば浅津では明治の末頃に近隣同士の場合３合を１升に引き上げ、現在まで続けている。近隣の場合は平均すると５合～１升が普通であろう。金銭になったところも最近は多くなった。また香典はもらった分だけ出すのが一般的であった。

　長瀬では香典を持って行くと、１食をまかなわれるという習慣があったそうである。
ユカン
ユカンから納棺へ　死体をぬるま湯で洗うことを「ユカン」（湯灌）という。奥の間のたたみを上げ、床板をはぐり、竹や木で編んだスノコをつくり、体を洗い、その湯はそのまま床下に捨てた。この時大根をせっけん代りにして髪を剃った。ユカンは近親者だけで行う。このユカンも最近ではアルコールでふくだけの方法が多くなった。


　冥土着たる「キョウカタビラ」（経帷子）はサラシの１反布で着物、頭につける三角巾、下着（フンドシなど）、オビの分までとり、玉止めをせずに死者の近親者が縫いあげる。そして死者にキョウカタビラを左前に着せて納棺した。棺には、座棺と寝棺があったが、座棺の方が多かったようである。死体のすき間には茶ガラを入れ、死臭を防いだ。

　副葬品は入れないのが普通であるが、橋津だけは死者が生前使用していたものを入れた。
野辺送り
野辺送り　葬列は宗派、地域により違いがある。宇野（真宗）では、先導（金たたき）、白張り灯籠、角灯籠、腰折灯籠、蓮花、ローソク、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しか),死花)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜん),善)の綱、棺、花籠、親族、一般会葬者の順である。浅津、長瀬でも大体同じであるが、腰折れ、白張灯籠など省略することも多い。ゼンの綱は木綿の１反布を使用する。

　葬儀が派手だといわれる橋津（浄土宗）では、人数も野道具もかなり多く、大旗、小旗、花籠、白張りちょうちん、角灯籠、ドラとカネ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごう),盒)（アラメ、菓子、１本花、ダンゴ各１対づつを乗せたもの）、生花、造花、善の綱、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しか),死花)、位牌堂、棺の順序で続き、棺の横手には魔除けのためのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(りゅう),龍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たつ),立)が棺をおおうように位置し、棺の後に親族、一般会葬者が続く。葬列の出発した後、家の庭で送り火をたくところもある（橋津、田後）。
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三百ヤイト
三百EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やいと),灸)　この地方では土葬の風習はみられない。すべて火葬である。火葬場のことを「ヒイヤ」（火屋）といい、各村に１か所ないし数か所ある。火葬には割木１束とワラを３００把を使うため、火葬のことを通称「三百EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やいと),灸)」という。しかし、露天焼きであるので天候に左右され、必ずしも３００把で足りたわけではない。最近では稲束が小さくなったせいか５００把は必要だといわれる。

　火をつけるのは１番の血縁者が行う（浅津）ところもあるが一定していない。

　火屋での葬式が終り会葬者が帰る時には、むしろの上に座った親族が土下座して会葬者に礼をした（浅津）。


　「野（屋）みまい」には普通２～３回、近所の世話人や親戚が行う場合が多い。また酒や料理を持参したところもある（橋津）。

納骨
納骨　翌日の朝、骨拾いをする。宇野以外の門徒では歯と「のどぼとけ」だけを拾う。竹の筒などに入れて、３５日間自宅に置き供養した。その後、京都西本願寺に納骨するため上京した。浅津では香宝寺に納骨堂ができると一部をここに納めた。田後の禅宗の家では、４９日自宅に置きその後墓に入れた。

　宇野ではすべての骨を拾い、その一部を自宅の仏壇と墓に分けて納め、残りの骨は火屋の棺台の下に入れた。棺台がいっぱいになれば村の「総墓」に移した。そして、自宅の仏壇に納めた骨は折をみて、京都東本願寺に納骨するため上京した。巡礼姿に身をかため、徒歩で行くので往復に１か月間を要する苦しい旅だったそうであり、出発する時には家族と水盃を交すほどの覚悟であった。

墓のこと
墓　橋津や田後では古くから墓を建て、位牌もつくった。しかし、門徒は墓も位牌もつくらず、前述したように京都の本山に納骨するのが普通であった。長瀬でははじめ「ハカジルシ」といって骨を埋めた場所に砂を盛り、石を乗せて墓の代用としていたが、大正の中頃、最初に正式な墓がつくられてから少しづつ増え、現在ではほとんどの家が墓を持っている。宇野では明治頃よりすでに簡易な墓はつくられていたが、昭和にはいると立派な墓標が建つようになった。浅津だけが今でも墓を持たない。しかし、一部には墓を持つ人もほんのわずかだがある。
葬儀に関するその
葬儀に関するその他の風習　田後、橋津では葬式の日が友引きに当たれば原則として出棺しなかった。死体の
他の風習
腐りやすい夏など止むを得ない場合には、葬列の棺にあらかじめ作っておいたワラ人形を曳かせたり（田後）、棺の中にワラ人形を入れたり（橋津）していっしょに焼いた。ワラ人形を友人にみたて、友を引かないまじないにしたようである。

　また、同じ年の間に２度死者が出ると３度目を防ぐ意味で、２度目の葬儀の時、ワラ人形を曳いたり（田後）、ワラ打ち槌に縄をつけ、やはり棺で曳いたりした（橋津、長瀬）。


　門徒では友引きなど気にしなかったようである。

　中陰から年忌
中陰から年忌
　真宗では、通夜の日から「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょなぬか),初七日)」までは毎日、初七日からは７日目ごとに「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふたなぬか),二七日)」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みなぬか),三七日)」に新仏の供養をし、更に「初月忌」、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いつなぬ),五七)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(か),か)」（３５日）、「百ケ日」、「一周忌」に供養した。禅宗、浄土宗ではこれに「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むなぬか),六七日)」「四十九日」が加わる。近所の人たちや親類がこれらの日に集まった。田後では、供養に行くことを「お座敷に行く」といったそうである。

　また、それぞれの「タイヤ」（逮夜）には御詠歌をあげた。

　年忌供養は、「ミカワリ」（一周忌）３、７、１３、１７、２５、５０年の命日に行う。それ以後は５０年ごとである。
